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えて, 米国以外で米ドルが ｢流通｣ することの意
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内決済制度があって, それが ｢ドル化｣ 国内にお
ける通貨流通のあり方を規定している｡









第３に, 在 ｢ドル化｣ 国の市中銀行は, ｢預金設
定による貸出｣ を通じて, 在 ｢ドル化｣ 国の預金
通貨を創り出すことができる｡ ただし, 在 ｢ドル





第４に, ｢ドル化｣ 国における通貨に ｢概念上の
区分｣ を行う必要がある｡ それらは, ①米ドル,
②補助鋳貨と電子マネー等としてわずかに存在す
る ｢ドル化｣ 国の独自現金通貨, ③ ｢ドル化国の
国内通貨｣ としての性格を持つ在 ｢ドル化｣ 国の
預金通貨である｡
第３章 データ分析を通じた ｢ドル化｣ 国にお
ける通貨流通の実証的検討
第３章における検討内容を２点に整理できる｡
第１に, 実際にデータを分析すると, ｢ドル化｣ 国
には一定量の預金通貨が存在する｡ 各種の要因に
左右されながらも, 市中銀行が ｢預金設定による
貸出｣ を行い, ｢ドル化国の国内通貨｣ としての性
格を持つ預金通貨を創り出していることがわかる｡
















































































定されている ｢国際金融のトリレンマ｣ 論や ｢最
適通貨 圏｣ 論を再検討できる｡ まず, ｢国際金融



































考えられた｡ ｢ドル化｣ 国では, 米ドルに法貨規定
が与えられ, すべての国内取引が米ドル建てで行
われるため, 使用される通貨はすべて米ドルと見
なされる｡ しかしながら, ｢ドル化｣ 国における通
貨を見る際には, 形成ルートや流通範囲に応じて,
米ドルと, ｢ドル化｣ 国の独自現金通貨, 在 ｢ドル
化｣ 国の預金通貨といった形で, 通貨の ｢概念上
の区分｣ が必要である｡
① ｢ドル化｣ 国の保有する在米資産 (在米ドル
預金, さらには米国債をはじめとする安全性と流
動性の高い米ドル建て資産) と, ｢ドル化｣ 国内に
所在する米ドル現金は, 在米主体によって発行さ
れ, 世界的にも米ドルとみなされる｡ ②なお, ｢ド
ル化｣ 国には, 硬貨と電子マネーを中心に, 独自
現金通貨がわずかに存在する｡ ③在 ｢ドル化｣ 国
の預金通貨は, 企業や個人が在 ｢ドル化｣ 国の市
中銀行へ米ドル資産を預金することを通じて形成
されるが, 在 ｢ドル化｣ 国の市中銀行が保有する
各種の米ドル資産 (中央銀行預け金を含む) を現
金準備として行う ｢預金設定による貸出｣ を通じ














































通貨｣ と ｢ドル化国の国内金利｣ となる｡ だが,
当該国における独自の中央銀行として存続してお



















































ながるのではないか｡ たとえば, ｢ドル化国｣ が次
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